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令和７年度 糸魚川市社会福祉協議会事業計画 
 

○下線部は７年度の強化事業 

基 本 方 針 

昨年１月１日に発生した能登半島地震は当市においても家屋や敷地法面の崩落

や液状化などの被害を及ぼし、当市においても多数の被害が発生しました。また、

近年、全国的にも地球温暖化の影響から猛暑や豪雨災害などの異常気象も頻発す

るなど、住民一人ひとりの防災意識の向上と地域における支え合いの意識醸成の

重要性が益々高まっています。日頃からの地域内での人と人との繋がりが、改め

て強く求められています。 

合併後２０年が経過し、少子高齢化が進み人口減少や地域経済の縮小傾向が懸

念され、地域医療や地域交通の課題などが山積しており、地域の元気が失われつ

つあります。このような時だからこそ、地域の支え合いや助け合いの活動を支援

し盛り上げて、持続可能なまちづくりを進める必要があります。 

本年度もＳＤＧｓで掲げる「誰ひとり取り残されることなくこれからも幸せに

暮らし続けられる社会の実現」に向けて、多くの人から福祉に関心をお持ちいた

だき、福祉の担い手として活躍できる環境づくりに努めてまいります。障害や病

気等により判断能力が不十分な方も、尊厳をもって安全安心に暮らせる環境づく

りを進めます。 

新型コロナウイルスが「５類」に引き下げられ、市民生活も一定の落ち着きを

見せてはいますが、引き続き感染リスクに配慮しながら、より多くの市民の皆様

から地域の福祉にご参画いただけるよう取り組みを進めます。 

より良い地域づくりを進めるために行政や福祉団体、福祉関係団体等と連携し、

「共に支え合い、安全で安心して生活を送ることができる地域社会の実現」に向

けて取り組んでまいります。 

 

 

事 業 計 画 

１ 社協の基盤整備と組織の強化 

    (1)支部社協活動の推進支援と連携強化【7,065千円】 

    (2)役職員研修の機会拡充と社協事業運営への積極的参加【7千円】 

  (3)災害救援活動に関する派遣職員の相互支援 

  (4)各種委員会の開催【618千円】 

  地区社協運営委員会、福祉事業委員会、表彰審査委員会、事故等対策委員会、 

生活福祉資金貸付調査委員会(たすけあい資金貸付運営委員会)、  

     糸魚川市民のつどい福祉大会実行委員会等 

 

２ 安心な暮らしがうまれるまちづくりの推進 

  (1)小地域活動を活かした実態把握 

  (2)福祉講座・ボランティア講座等の開催【323千円】 
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    (3)一人暮らし高齢者等への配食サービス及び昼食招待事業の推進支援【2,144千円】 

    (4)一人暮らし高齢者に対する歳末たすけあい事業【772千円】 

    (5)子育てカフェ（育児従事者のリフレッシュ事業）の開催【236千円】 

(6)バリアフリー映画上映会【445千円】 

(7)軽度除雪対策事業【671千円】 

(8)企業の社会貢献活動へのアプローチ 

(9)民生委員児童委員との連携による地域福祉活動の推進 

(10)関係機関、社会福祉施設、福祉団体との連携 

   (11)各種受託事業の実施による地域福祉の推進 

  (12)被災世帯への見舞金支給【150千円】 

 

３ 暮らしを支える環境づくり 

  (1)ふれあいいきいきサロンの推進【633千円】 

    (2)各種資機材の貸出（チャイルドシート、疑似体験セット等）【43千円】 

  (3)一人暮らし高齢者等安否確認事業の実施【1,033千円】 

    (4)高齢者等支援連絡会の実施【64千円】 

 (5)屋内ゲートボール場（すぱーく能生）の管理運営【2,289千円】 

  (6)ビーチホールまがたまの管理運営 

  (7)マイクロバスの運行【2,079千円】 

  (8)会長杯ゲートボール大会【13千円】 

 

４ 介護事業部門（居宅介護支援事業、訪問介護事業）の充実強化 

  (1)事業所の安定した経営を図るとともに利用者（介護保険、介護予防、障害者 

自立支援）への質の高いサービス提供 

(2)居宅介護支援事業（ケアマネジメント）の充実【42,957千円】 

・利用者の心身状態や生活環境に応じた支援計画と関係機関と連携した支援 

(3)訪問介護事業（ホームヘルプサービス）の強化【106,746千円】 

・自立支援を目標に利用者から信頼される質の高い在宅サービスの提供 

・介護保険制度では対応できない在宅高齢者に対する在宅サービスの提供 

   

５ 福祉教育とボランティア活動の推進 

  (1)学生を対象としたサマーワークボランティアの実施【122千円】 

   (2)地域を支えるボランティアの発掘、ボランティアの情報提供 

  (3)福祉研究普及校への助成【304千円】 

     （令和５年度～令和７年度の３年間指定）南能生小学校、中能生小学校、 

下早川小学校、大野小学校、田沢小学校、糸魚川中学校 

  (4)福祉専門職育成のための積極的な実習生の受入れ 

  (5)ボランティア活動の推進と後継者の育成【390千円】 

 (6)ボランティアフェスティバルへの協力 

   (7)ボランティア連絡協議会組織の充実と活動への支援 

    (8)ボランティア保険活用の推進 

   (9)収集・回収活動の拡大（古切手等） 
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６ 財政基盤の確立 

    (1)関係者の協力、市民からの理解を得た社協会費及び共同募金の確保 

(2)社協事業を推進するにあたり公的助成制度等の活用 

    (3)社会福祉基金の増額 

    (4)財政調整基金の効果的な運用 

 

７ 相談・援助支援の推進 

    (1)心配ごと相談事業と専門相談の実施【1,256千円】 

  (2)日常生活自立支援事業の取り組み【941千円】 

  (3)法人後見事業の実施【5,276千円】 

  (4)生活困窮者の自立に向けた福祉資金の貸付と相談支援【2,175千円】 

  (5)福祉資金貸付者への償還指導及び長期滞納者対策 

  (6)フードドライブの開催と生活困窮者支援 

  (7)行旅人援護【36千円】 

 

８ 災害時の支援体制づくり 

  (1)平常時における関係機関とのネットワークづくり 

  (2)災害時に活動できる人材養成と被災地への支援協力 

 

９ 子育て支援事業の充実強化 

  (1)ふれあい児童館事業の実施【508千円】 

  (2)子どもの遊び場遊具設置【1,002千円】 

  (3)私立保育園幼稚園遊具等整備事業【305千円】 

 

１０ 各種団体への協力 

  (1)福祉団体の事務受託【430千円】 

民生委員児童委員連絡協議会、老人クラブ連合会、母子寡婦福祉会、 

保護司会、更生保護協力雇用主会、更生保護女性会、遺族会、 

共同募金委員会 

 

１１ 広報活動 

   (1)広報「社協だより」の発行【982千円】 

  (2)ホームページの運営 

   (3)糸魚川市民のつどい福祉大会等の開催【1,072千円】 

(4)福祉団体等が発行する機関紙への協力【300千円】 



【糸魚川市社会福祉協議会組織図】
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◇10支部社協
　　浦本、下早川、上早川、大和川、
　　西海、糸魚川、大野、根知、小滝、
　　今井

◇7支部社協
　　磯部、小泊、能生、西能生、中能生
　　上南、木浦

◇16支部社協
　　須沢、今村新田、八久保、田海、
　　高畑、寺地、名引、東町、西町、
　　中央、大沢、歌、外波、市振、
　　玉ノ木、上路

一般会員
賛助会員
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